
ヴァイサラ株式会社 様

V-CUBE セミナーを利用したウェビナー開催により､当社と積極的に
コミュニケーションを取る､アクティブなお客様が倍増しました｡

ウェビナー開催で、デジタルマーケティングの強化とお客様との関係活性化を図る。

―　V-CUBE セミナーを導入される前の課題について教えて
ください。
ヴァイサラグループのマーケティング活動は､ナレッジ・ベースのデジ
タルマーケティングに注力しています。本社があるフィンランドではデジ
タルマーケティングの活用が評価され､「マーケティングチーム・オブ・
ザ・イヤー2014」＊１ を受賞しました。
それだけに､日本におけるマーケティング展開においてもデジタルマー
ケティングへの注力がグローバルから要請されています。その中核の
一つがウェビナーの実施です。
ただ､日本ではマーケティングの人的リソースが限られており､セミナーも
3年前から本格的な展開を始めたばかりで､ウェビナーへの取り組みは
約2年前からです。
ウェビナーの実施に当り､グローバルで使用しているシステムを共有
する方法を検討しましたが､ネットワーク環境によりトラブルが起き
やすく､また時差の関係で日本でのサポートが受けにくいことを憂慮
していました。
取り急ぎ、初回のウェビナーを、トライアルとして、他国拠点で利用して
いるシステムで配信してみましたが､時差などの関係から技術的な対応が

不十分で､ネットワークの不具合によりアクセスできないお客様も
いらっしゃいました。そこで日本国内のシステムの導入を具体的に進め
ました。

ヴァイサラ株式会社

http://www.vaisala.co.jp
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グローバルのナレッジ・ベースウェビナー開催は不可欠

- マーケティングのグローバル戦略ではナレッジ・ベースの
デジタルマーケティングに注力しており、日本でも展開する必要があった。

- グローバルで利用しているウェビナーシステムは、時差の関係からサポートなどに
不安があった。

- 年12 回程度のウェビナーの開催。

- ライブ配信内容を録画編集した、オンデマンド配信コンテンツのライブラリ化。

- ナーチャリングプログラムへのライブラリの転用｡

- 運営・サポート体制が十分であること。

- 安定してウェビナー供給ができること｡

- 障害発生時にもスムーズに復旧できる技術力があること｡

- カスタマーエンゲージメントが倍増し､うち30％がウェビナーを受講。

- ウェビナーから、リアルのセミナーへ参加､そして成約に結びつくお客様など､
チャネルが拡大し、ナーチャリングとの相乗効果も上がることで、実績向上に
つながった。

お客様プロフィール

ヴァイサラ株式会社の歴史は、ヴィルホ･ヴァイサラ

教授が高層気象観測用ラジオゾンデを開発した

1930年代に始まりました。今日では、環境 /産業計測

分野で世界をリードする企業へと成長し､世界 15カ国

30 拠点に1,500 名を超える社員を擁しています。

日本においては､1983 年より活動を開始し､気象､

産業計測､ライフサイエンスの3つの分野で事業を展開

しています。東京本社の他､大阪と名古屋にセールス

オフィスを持ち､気象および産業用計測機器、それらの

付属部品の輸出入、販売、保守、修理業務を行って

います。

01
課題

02
用途

03
選定要件

04
評価

ヴァイサラ株式会社のホームページ

＊１ The Management Events : http://www.managementevents.com/group/index.html

この事例で利用されたサービス 10,000拠点に、同時配信。
双方向性が高いから臨場感あるセミナーを実現します。 

国内最大規模の10,000拠点まで

同時配信可能な資料同期型セミナー。
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―　V-CUBE セミナーの今後の活用予定を教えてください。
今システムそのもののアップデートも頻繁に行われており､利用者の
ニーズに細かく対応していると感じています。また､マーケティングオー
トメーションと連動し､ウェビナーの URLを組み込んだりできるように

なると､より業務の効率が上がると期待しています。また、新たな活用
方法のレクチャーなど、ブイキューブのマーケティングサポートに期待
しています。

利用者ニーズに応えたきめ細かなアップデート

―　導入要件にあったサポート体制についてはいかがですか。
お客様によっては､会社のセキュリティ上､ウェビナーへのアクセスが
難しい方がいることを想定し､当初は技術的なサポート､そしてウェビ
ナー運営ディレクションそのもののサポートが必要と考え､技術とディ
レクション､両方のサポートをブイキューブに依頼していました。
幸いなことに技術的な問題はほとんど発生しませんでしたので､2年目
からはディレクションのみ依頼しています。スムーズなウェビナー運営に
サポートは欠かせませんね。

―　V-CUBE セミナーの導入を検討されている企業にアドバイ
スをお願いします。
外資系企業で､グローバル本社からウェビナー開催の要請を受けて
いても､当社のようにマーケティング部門の人的リソースが少なく､
着手に二の足を踏んだり､最初からあきらめている企業も多いと思い
ます。実際にウェビナーを開催すると､社内意識も変わりますし､お客様
との結びつきも強くなります。
実は当社の日本におけるマーケティングは 2名です。ブイキューブは
サポート体制がしっかりしていますから､少ない社内リソースでも十分に
取り組める可能性があると思います。 

限られたスタッフ数でも､ウェビナー運営を可能にするサポート体制

―　V-CUBE セミナーを選択された理由を教えてください。
日本国内のシステムを探す要件として､考慮したポイントは、
①運営・サポート体制が十分であること
②安定してウェビナー配信ができること
③障害発生時にもスムーズに対応、復旧できる技術力があること

調査の結果､要件を満たすシステムはブイキューブを含め2社でした。
トライアルで使用した海外企業のシステムも含めて検討した結果､
国内の2社がワーキングパートナーであることがわかり､V-CUBE セミ
ナーの導入を選択しました。

―　現在、どのようにV-CUBE セミナーを活用されていますか。
2013年5月にV-CUBE セミナーを導入し､前年度は6回､今年度は
12 回のウェビナー開催を進めています。当社には主に3つの部門が
あり､部門毎に回数やコンテンツ、他のキャンペーンやイベントとの

タイミングなどを考慮し企画し
ています。
ウェビナーは通常45分で定員は
60名で実施しています。内容
は､レクチャーが通常20分～
30分､質疑応答に10分～15
分､そして最後に必ずアン
ケートにお答えいただくように
しています。

運営・サポート体制と障害からスムーズに復旧できる技術力を評価

―　V-CUBE セミナーを使ったウェビナーの導入効果について
教えてください。
まだ年度の途中ですが､前年度の対比でお話すると､ある部門では､
当社のキャンペーンに積極的にリアクションするお客様が倍増して
おり､うち 30％がウェビナーを受講していました。他の部門では､そうした
お客様の半数がウェビナーを受講しているケースもありました。
また､売上実績の面でも､部門によってはマーケティング活動全体と
関連した成果は3倍になっており、ウェビナーの貢献度も大きいと認識
しています。
これらの数値は他のイベントや販促キャンペーンとの連動によるもの
もあり､すべてがウェビナーから派生したわけではありませんが､大規模
なセミナーやキャンペーンとの間をウェビナーで補完することにより､

マーケティング全体としてお客様との接点を増やすことができた結果
だと考えています。

―　現 V-CUBE セミナーの評価を教えてください。
導入当初､ウェビナーが集客やお客様とのコミュニケーションにつな
がるのか不安視する声が社内にもありましたが､実際に多くの反響を
いただき､ときには質疑応答がセミナー以上の盛り上がりを見せることも
あり､マーケティングの一ツールとして社内でも高く評価されています。
ウェビナー参加をきっかけに、リアルのセミナーへご参加いただき､
さらにはご成約につながるケースもあり､セミナー､キャンペーンなどを
補完し､複数のチャネルを持てたことは他部門も十分体感できていると
思います。

有効案件としてのお客様が倍増し､うち 30％がウェビナーを受講

「運営､サポート体制が十分であることが必須
でした」と中元氏

ライブ配信終了後は､オンデマンド配信用に編集作業を行い､アー
カイブとしてライブラリ化も進めています。
また､ナーチャリングブログラムの一環としてとして､お客様が当社に
ご登録いただいた後､理解を深めていただくために月1回のニュース
レターや全 4回の技術資料配信を行います。ウェビナーのオンデマンド
機能を活用し､資料とともにご覧いただくこともあります。


